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はじめ に
平成9年4
.
月に異蘭医学研究セ ン タ ー が設立 されて ､ 本年は3年日になり
ます o 初代セ ン タ - 長の 宵治 誠教授か ら引き継い で平成11年4月か ら2年
間西村が大任を仰せ つ か る こと に なりま した.〕 先 の 2年間を振り返っ て みま
すと ､ 宮治前セ ン タ ー 長の な し適げられた業績はた い ヘ ん大き い もの があり
ます[, 東根徴生 桝耶究セ ン タ ー 什引;i-i終了に件う本セ ン タ - へ の 改組新設､ 改
組数年前か ら新セ ン タ ー ヘ 向けて軌道嘩Il:. されつ つ あ っ た研究活動の 強化 ､
よ り･--〟- 層の 国際交流 ､ 設備機.器の 整備と 充実 などが あ げられますo 特に ､
C OEプ ロ グ ラ ム による研究員と研寵支摺推進員の 増員に よ っ て桝
J7
J! 描動が
著しく強化され ま した ｡ ぞの結果本年度は ､ 本セ ン タ ー の 教員17､ 1種と3
種(外国人)の 宵fE:き教授各l ､ C OE の外国人 肝究貝1 ､ COE非常跡1
1
)慨 員3 ､
研究 ス タ ッ フ 計23名､ 柁術職員7 ､ 非常勤2 およびC OE 研寵玄接推進員:i
と技術系ス タ ッ フ 計1 2名 ､ 事務部は串柿長以下(5名と医学研寵科大学院/L:
-
.
:弓名(留学生2 ､ 内地留学生l)と
研究留学生2名と委託研究生1名が加わっ て い ますn ま た､ i馴馴機器の 充
J
夷ぶりも素晴らしく この概賛0')機
静一--･覧で 御覧になれます() 特に ､ 長fr,T･ の 懸案で あ っ たB棟が改修 されて柄墳矧封 ･ 放線菌管理室が平成10ff
･
.
･
度本に完成しま した ｡, 蘭株保存賓 ､ バ イオ ハ ザ ー ドの 予防処置が完備した賀験賓が整備され ､ い か なる蘭樽
の 病原葉蘭 ･ 放線囲も実験 したり保存できるように なりま したo 以_1二の ように ､ 本セ ンタ
ー は世界的視野か
らみても この 分野の 研究機開と して誇りうる研究休制と設備が整えられて い ると
とは何で し ょ うか
`
?
極近来釆の 目標は ､ 第1 に
えます ｡ 次になすべ き こ
ともに更に優れた研究業績をあげ､ か つ その 内容は際立っ た個性ある もの ､
本研究セ ン タ ー で なくて は成し遂げられぬもの にする こと で あろ うか と固い ます｡ 共同研究を更に充実させ
る必要も ありますo 本セ ン タ ー は全国共同利月捕f
･
究施設と して 嶺年20件以上の 共同研究を受け入れて い ます
が ､ 新たな研究の 芽を育て ると い う意味か らも新規共同研究の お申込を歓迎 して い ますD 第2 は病原轟菌 ･
放線菌管理室の 発展で ､ 遺伝子資源と して の 保存菌株の 充実とそれらを過伝的に安定 した状態で保存 し､ 研
究教育 へ の 利周拡大を目指 して い ますo ま た ､ 同管理室にはバ イ オ ハ ザ - ドの予析処置が完備した実験室 が
完備されま したの で ､ 学内はもとより国内外の 研究者がご利用 になれます｡
現在 ､ 文部省は大学の 自己改革を強く求めて い ますo その 理念は､ 科学柁術振興とい う国第か らい っ て も
学問の 府にある者の 立場か らい っ て も理解で きますが ､ 少子化対応と行政改革で ある ことも事実ですo 昨年 ､
5年後に先送りされた独立行政法人化 へ も当然連動 して い ると考えられ､ 研究機開の 統廃合を進め少数精鋭
主義に向か おうとする施策は明か です｡ 更に ､ 亥鼻地区で は医学薬学独立大学院構想が進行して おります｡,
これ らの 潮流の 中にあ っ て ､ 私達は本セ ンタ ー 設立時に立 て られた目的 ｢ 病原異菌とそれらによる疾患の 制
御に関する研究を行い ､ それらを通じて福祉 へ 貢献する+ を達成する ために研究の発展 ･ 深化と研究教育や
医療 へ の 基盤的なサ ー ビ ス を両立させ つ つ 本セ ン タ ー の 近未来を構想し､ それを実現 させるため に実績を作
っ て い かね ばなりま せ ん o 今は力を番える時です ｡ 本セ ンタ ー 教職員の 努力はもとよりですが ､ 千葉大学と
斯学に関心を持たれる方々の 御協力をお願い 申し上げます｡
平成11年4月
千葉大学貴簡医学研究セ ン タ ー 長
南二村 和子
目 的
其菌医学研究セ ンタ - は ､ 全国共同利同施設と して ､ 病原莫菌の研究と貞菌による感染症 および中毒症の
成因並びに制圧に閲す畠研究を行い ､ か つ ､ 国立大学の教員その他の者で ､ こ の 分野の 研究に従事する 者の
利用 に供する ことを目的とする｡
沿 革
昭和21年9月10日
昭和24年 5月31日
昭和48年9月29日
昭和52年10月
昭和62年5月21日
千葉医科大学附属腐敗研究所が設立 された (現習志野市泉rqT)0
千葉大学腐敗研究所とな っ た ｡
生物活性研究所に改組され､ 各部門の名称が変更された ｡
第1研究部酵素化学研究部
第2研究部薬理活性研究部
第3研究部毒性病理研究部
第4研究部活性天然物化学研究部
第5研究部抗生物質研究部
第6研究部食中毒研究部
千葉市亥鼻1丁 目8番1号に新営､ 移転 した ｡
生物活性研究所が廃止 ･ 転換となり ､ 全国共同利用施設と して異核微生物研究セ ンタ
ー が設置された (10年時限)0
感染研究部門 感染機構分野
其菌糸続発生分野
其菌生態分野 (客員3種)
活性応答研究部門 化学療法分野
形態応答分野
作何機構分野 (零員1種)
平成9年4月1 日 真核微生物研究セ ン タ ー が廃止 ･ 転換となり ､
(平成2年設置)
全国共同利用施設として 重商医学研究
セ ン タ ー が設置された (10年時限)0
病原異菌研究部門 真薗感染分野
系統 ･ 化学分野
生態分野 (客員3種)
分子機能研究部門 機能形態分野
高分子活性分野
活性応答分野 (客員1種)
歴代所長 ｡ ･蛭ンタ - 長
[ 腐敗研究所]
昭和21年9月10日 - 昭和29年3月31日
昭和29年4月1日 - 昭和32年5月21日 (事務取扱)
昭和32年5月22日 - 昭和38年5月21日
(兼) 小池敬事
小池敬宰
相磯和嘉
昭和3 8年5月221三I - 昭和41年5月21日
昭和41年5J三ほ2J]- 昭和44ff
:
･ 5月21日
昭和44年.5)r
:
=J22ET- r馴II44年8F寸4 日(事務取根)
昭和44年8日5日 … 昭和48年9月28日
[ 生物活性研究所]
昭和4糾 -
-
･ 9日29口 … 昭和49i･F 1)I9[j
昭和49年1月10日 - 昭和49年:う円31 1
昭和49年4月1 El… 昭和53年3月31日
昭 和53年4･月1 日- 昭利57年3日31Et†
昭和57年4月1 日- rl榊T]61年3日31ヨ
昭和61年4月1 日 - 昭和62年5月201ヨ
[ 真核微生物研究セン タ ー ]
昭和62年5FJ21FI - 平城3 年5] 201三l
平l針う年こ5F121I.j
- 平城5 年5日20日
平成 5年5)=yLJ21l二1 - 平城9 年3日31[7
[ 真菌医学研究センタ ー ]
平成9年41月1 日- 平成11年3月3 1日
宮木帝明
相磯和韻
宮木高明
宮木高明
宮木高明
相磯榊茄
新井 正
久手帽子即
断･)[
'
･ Ir:.
久我哲郎
官給 誠
;
lj
'
･
･Ii壱 消
宵治 誠
宵治 誠
平成11年4月1 日 - 西村和子
機構図
義 歯 感 染 分 野
病原裏菌研究部門 系 統 ･ 化 学 分 野
生 態 分 野 ( 客 員)
機 能 形 態 分 野
協 議 員 会.
セ ンタ ー 長
運営協議会
研究部門
事 務 部
分子機能研究部門 高 分 子 活 性 分 野
活性応答分 野 ( 客 員)
病原真菌 `放線菌管理室
庶 務 ･ 研 究 協 力 係
会 計 係
定員 ｡ 現員
区 ■ 分 教 授 助 教 授 助 手 一 般職員等 計
定 員 4 (2) 4 9 12 2 9(2)
現 員 4 (2) 4 9 1 2 2 9(2)
※ ( )内は客員教授を示 し ､ 外数｡
職 員
真菌感染分野
教 授 宮 治 誠
助 教 授 福 島 和 貴
助 手 栗 田 啓 幸
助 手 大荒田 素 子
文部技官 矢 沢 勝 浦
系統 ･ 化学分野
教 授 西 村 和 子
助 教 授 亀 井 克 彦
助 手 横 山 桝 治
助 手 田 中 玲 子
文部技官 滝 沢 香代子
生態分野(客員)
& # MariaMal･1u cedosSanto sVile a
助 手 田 口 英 昭
文部技官 仁戸田 憲 和
病原真薗 ･ 放線菌管理室
文部技官 伊 藤 純 子
事 務 部
事 務 長 ･ 鈴 木 保 久
○庶務 ･ 研究協力係
係 長 鈴 木
主 任 阿 部
主 任 豊 田
技術補佐員 伊 藤
和 幸
桂 子
英 樹
直 世
機能形態分野
教 授 竹 尾
助 教 授 山 口
助 手 吉 田
助 手 伊 藤
文部技官 大 桶
高分子活性分野
教 授 赤 尾
助 教 授 上
助 手 宇 野
助 手 五 ノ 井
文部技官 鎗 田
漢
正
秤
感英
美佐
三太
響
治
覗
千
千
郎
襲
潤
逮
チ
活性応答分野(客員)
教 授 近 藤 恵 二
○会計係
係 長
主 任
事務補佐員
木 内 明
岡 崎 義 隆
五十嵐 恵美子
研究員
○外国人研海員 (C O E)
IJudit Kucsera ･ Pa v el Aleks a ndr ovich Grigo rie v ･ I)a vidArthu rWo od
･ Sie m e nDetlef
O 外国人研究者
･ 王 丈 刺
○中柁的研究機開研究員
･ 今 津 道 夫 ･ 枇
○外国人受託研修員
･ Nadja Rodrigu e sde M elo
O 研
J7
J% 文様推進員
･ 仰 祥 子
名誉教授
新 井
寺 尾
運 営
廟
邦 彦
本 やよい
村 美 員
･ 佐 野 文 子
正 昭御6 3年林母指与
消 平成 7年称号柁与
当セ ン タ - の 運営は ､ 教授会に相当する協議員会と ､ 本学の 教授及び学外の 学識経験者を含めた運営協議
会によ っ て 行われる ｡
協議員会委員
貴簡医学研究セ ン タ ー
真菌医学研究セ ン タ ー
千葉大学医学部
千葉大学医学部
運営協議会委員
寅菌医学研究セ ン タ ー
千葉大学医学部
千葉大学医学部
東京大学大学院理学系研究科
信州大学医学部
京都大学木質科学研究所
国立環境研究所生物圏環境部
教 授 4
助教授 4
教 授 福 江
教 授 大和旺
名
名
康 一 郎
英 美
教 授 4 名
教 授 福 田 康 一 席
数 授 大和田 英 美
教 授 黒 岩 常 祥
教 授 番 地 雅 夫
教 授 乗 原 iE 章
部 長 樟 過 信
各部門及び労野の研究内容
病原真菌研究部門
高齢者人口 の 増加､ エ イズ患者の 激増 ､ 臓器移植の 普及とい っ た近年の社会変化にともない ､ 免疫能の 低
下に伴っ て 発症する日和見真菌感染症の患者数は増加の 一 途をたど っ て い る ｡ また ､ 寅菌症の 原因と なる東
菌の種類もますます多様化する傾向にある ｡ 本研究部門は ､ これら莫菌症の 制圧 をその 目的と し､ 宿主と寄
生体の生物学的特性と相互作用を､ 遺伝子学か ら地球規模で の生体 ･ 疫学まで さま ぎま な角度か ら総合的に
研究して い る ｡
真菌感決分野
減抵抗性患者にお い て は , カ ンジダ症 ､ ア ス ペ ル ギル ス 症 ､ ク リプ ト コ ッ ク ス 症な どの 深在性弟蘭症 は ､
発症件数ならびに治療の 困難さの 面でみて も , 対応を急がねばならな い疾恩 である ｡ 其菌症 における原因歯
Coc cl
'
d]
'
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'
des )
'
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'
tts の球 状体 頚部リ ン パ 節｡ (P A S X 40 0)
の 多様化も近年目立 っ て きでおり ､ ･ n o n-albic an sCa ndida の 高
頻度分離な どはその 1例で ある ｡ こ れら深在性輿菌症で は確
定診断の た めの 原因菌の 分離が困難な例も多く ､ この よう な
傾向は今後ますます顕著 になる こと が予想され ､ 分子生物学
的手法などの研究も必須で ある ｡
近年の 急激 な国際化により ､ 旅行 ､ ビジネス を含め海外との
往来 が隆盛を極める に連れ､ 医貴簡分野で も ､ これまで にあ
まり愚者の 発生 がなか っ たヒ ス トプ ラ ス マ 症や コ ク シジオイ
デ ス 症 など ､ 輸入其菌症と呼ばれる真菌症が多発する危険性
を高めて い る ｡ 今日の エ イ ズ蔓延は この ような状況認識をす
るう えで良い 例となる ｡ ま だ良い 治療薬の 無 い ､ こ の ような危険性の ある美園症に対する現在の 認識はま だ
無防備に近く ､ 総合的対応策の確立 が必要と考える ｡
感染は病原因子と宿主の防御機能の相互作何 で あり ､ 種々 の要因を考
慮し研究されね ばならず､ 本分野で は特に宿主側の 防御機能の解明に
向け､ 下記の課題につ い て研究を行っ て い る ｡
1. エ イ ズと真菌感染症
2. 輸入真菌症の 歯学と実験治療
3. 深在性其菌症 の診断法
4. 病原因子の 多様性と宿主防御
5. 抗其菌剤の 研究
6. 病原葉蘭の 生化学
AspeTg)
'
1ILI S血ml
'
gatu sの顕 徴綻写呉
単列性 分生子 形成装置 ､ フ ラ ス コ 形の 唱車 ､ 軽く
うね っ て い る 分生 子柄が 特徴取っ (×400)
宮治 妄城 ･ 教授
Tel:043-226-2491
矧N
;'r
] 分野: 矧勤番染学
研究テ - マ: 1) 輸入車蘭に対する生体防御機構
の 研究
2) 輸入車菌症の研究
3) 拭寅歯剤の研
J
究
栗田啓宰 ･ 助手
Teュ:043-226-2785
e- m ail: n obu@myc o.pf.chiba-u .a c.Jp
専門分野 :柄原執酢芦
研究テ ー マ : 1) 宿主防御機構の研究
2) 免穂応答髄に対する ′栄掛状態の
彫響
その 他の 研究員及び研究生
Da vid Arthu rWo od ･ 外国人研究員 (C O E)
関 洪全 ･ 外国人研兜宙
今津道夫 ･ C O E研究員
Sw ar ajit Ku m arBis w a s･ 大学院生
高橋一-一朗 ･ 医学研究科特別研究生 (旭川医大)
NadjaRodrigu esde M elo ･ 外国人受託研修員
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'
a eは 接 合簡
の 1櫨 で あ る か ､ 他の ム - コ ル 目 歯と
は 形態学 的に 人きく写l!･な っ て お り ､ 抗
原惟 に も相過 が.ばめ られ る.〉 本 酎に よ
る感炎症 は 迎咋･J曽)gJlして い る が ､ い ず
れもきわめ て 重篤で ある ､
福島和宣卜 助教授
Tel:043-226-2786
e- m ail:1duky@m yc o.pf.chiba-u .a c.jp
酬
1i=
J!)f野:病原真南学
研究テ ー マ : 1) 化学分環･ 分子系統
2) 呉蘭代謝産物の 研究
3) 東浦[
'
の 生化学
大矧‾:I.1素子
･ 助:T･･
Tel:()43-226-2787
e-1Tl ail: m otoko@ myco .pf.chiba- u .a c.jp
酬 ”] 分野: 免噴常務学
研究テ ー マ: 1) 貴簡感染:1(･
'
l^:
A
.
に 対する生体防御機
構の 研究
2) 生体防御髄に及ぼす′栄籍索の
PeDL
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u m D 7BL
.
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' の 酵郎 耶包 マ ウ ス肝 (PAS X 4OO)
系統 ･ 化学分野
病原莫菌の 分類や 同定に 関して は ､ 未だ数多くの解明すべ き点が残されて
い る ｡ 当分野で は ､ 莫菌の 有性及び無性生殖た関わる形態 ･ 生理 ､ エ ビキ ノ
ンなどの細胞成分の 化学構造 ､ DNA解析など に基づき ､ 病原異薗を系統分頬
学的観点か ら研究 して い る｡,
現 在で も滞在性其菌症 の 多くは致命率の 高い 深刻な疾恩で あるが ､ その 診
断法に 関して は さま ぎまな問題が指摘されて おり ､ 高精度か つ 迅速な診断法
の 確立 が+切望されて い る ,, 我 々 は既知の チ トク ロ - ム b ア ミ ノ酸配列か ら
PCR(polym er a se chain r e actio n)用の プ ライ マ ー を設計し ､ これを用い て 多く
の 病原性真南症 の チ ト ク ロ - ム b遺伝子を解析した ｡ 更に これらの デ ー タを
基に 新 しい 其菌症診断法の 開発を目指して い る ｡ ま た ､ 今ま で同定が困稚で
あ っ た臨床分離株や ､ Schl
'
z ophyllu m c o m m u n e(ス エ ヒ ロ タ ケ) をは じめと
する新しく 出現 した病原貴簡の 同定法の研究を行っ て い る( )
また ､ 近年この S. c o m m u n eをはじめとする頁五担子菌による感染症が増加 しつ つ あり ､ 我々の 分野で も
すで に20例 にの ぼる症例で本菌を同定して い る ｡ こ の菌は ､
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西村和子 ･ 教授
Tel:043-226-2492
e- m ail: nisbik@m yc o.pf.cbiba-也 . a c.jp
専門分野 :病原異歯学
研究テ ー マ : 1) 病原其菌の 分類系統学
2) 其菌症の分子疫学
3) 病原東商の生態学
横山耕治 ･ 助手
Tel:043･22 6-2789
e- m ail:yoko@m yc o.pf.chibal L a C.jp
専門分野 :病原其菌
研究テ ー マ : 1) 遺伝子による其菌の系統分類お
よび美園症の 診断に関する研究
2) 病原真菌の 形態変換機構に関す
る研究
3) 抗寅菌剤の繭発および耐性機構
に関する研究
こ れまで病原性がほとん どない もの と考えられ
て き たため ､ 病原性 ､ 診断法､ 治療法など全
く知られて い なか っ た ｡ 我々 は本薗の もつ 病
原菌と して の意義に いち はやく着目 し ､ 本菌
I)-1
D-2 か ら抗原を抽出し , 本症の 血滴謝新法を開発
D-3
D -･l
I)-{)
I,)
-G
する とともに ､ 世界に先駆けて 本症の マ ウ ス
感染モ デ ル の 作成に成功 した｡】 現在 ､ こ の モ
デ ルを用 い た治療法 ､ 診断法などの 研究に加
え ､ 感染防御機構の 観点か らも本蘭感染症の
研究に取り組んで い る ｡
同様に ､ ム ー コ ル 症も研究が遅れて い る巽
菌 症 で あ る ｡ 特 に C u n njn gh a m ella
be rtholletla eによる感染症は ､ 近年分離件数
が増加 し ､ 潜在的に相当数の症例が存在する
と推測される が ､ その 詳紺は明らか で な い c ,
我 々 は本菌による感染症 の マ ウ ス 感染モ デ ル
を世界で初めて 作成 し ､ 本症をはじめとする ､
ム ー コ ル 症の 感染防御機構､ 診断及び治療法
に関する検討を進めて い る o
亀井克彦 ･ 助教授
でel:043-226-2790
e一 皿 ail:kka m ei@myc o.pf.cbibal L a C.jp
専門分野 :貴簡感染学
研究テ ー マ : 1) 真菌症における感染防御機構の研究
2) 真正担子菌症の研究
3) 寅菌症の診断 ･ 治療法の研究
田中玲子 ･ 助手
でel:043-226-2788
e- m ail: m o ru@myco.pf.chiba- u. a c.jp
専門分野 :病原垂蘭学
研究テ ー マ : 1) 病原酵母の 系統分類
2) 病原其菌の 生態学的研究
3) 病原其菌の 分子疫学的研究
その 他の 研究員および研究生
玉 鋼 ･ 外国人研兜宙
王 文荊 ･ .外国人研究者
高橋容子 ･ 委託研究生 (国保君津中央柄院)
生態分野
II_1
-
剛勺視野 で蕪菌症 に番目する と北氷西側の コ ク シ ジ オイデ ス症 ､ 中南釆の パ ラ コ クシ ジオイデス症 ､ 南
ア メリ カ大陸と ア フ リ カの ヒ トプラ ズ マ 症 ､ ベ トナム北部山 創出滞やタイ国に多い マ ル ネ ツ フ ェ イ型ペ ニ シ
リウ ム症等の ように地域特異的な寅菌症が存在して い る(〕 これらは輸人輿 削岩で あり日本国内での 発症例は
少ない が交通機関が発達 し ､ 零 馴ニ海外旅行が可能な町今で は外国だけの病気と楽観して はい られない c,
本研究分野は毎年外国か ら客員教授を招 へ い し ､ これら病原農園とそれらによる横柄 ･ 風土 との 関わりを
生態学的∃f;. びに疫学的に研究すべく ､ それぞれの 分野で菜摘を上げて いる研19a-爵を招 へ い して研究を推進す
る ユ ニ ー ク な存在で ある L.)
M ariaM arlu c edo sSanto sVilela ･ 外国人研嘱員
(嘗員数授)
田口 英昭 ･ 跡事
Tel:043-22 6-2798
e- m ail:htagu chi@myド0･pf･chiba-u ･ a c･jp
専F7EJう}野: 医貴簡学 ､ 環境微生物学
研究テ - マ : 1) 糸状菌の 成長速度を指標とした
薬剤感受性試験法の検討
2) 環鳩汚染可勿質の 裏菌類に対する
影響評価の研究
分子機能研究部門
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莫菌お よび関連微生物による感染症並び に中毒症等の 疾病を制圧するためには ､ 疾病を引き起 こす病原体
や疾病その もの を微細 レ ベ ル で 解析する こと ､ 特に 分子 レ ベ ル で の解明が不可欠である ｡ 本研究部門で は ､
病原莫菌の 微紳構造と微細構造体が担う役割を明らか にする と共に ､ 呉菌や病原体に関する分子レ ベ ル で の
解析結果を幅広く積み上 げ､ これによ っ て ､ 貴簡および放線菌に よる疾病につ い て成因の 解明と制御法の確
立を目指す｡
機能形態分野
本研究分野は病原莫菌を中心 に其菌の 微細構造を ､ 細胞 ､ オ ル ガネラ ､ および 分子の レ ベ ル で 可視化し ､
それらの 棉造と機能を解明する ことを目的とする ｡ 現在､ 微細構造を研究する新 しい 手法と して ､ 急速凍結
超薄切片法 ､ 急速凍結 レ プリ カ法､ 蛍光顕微鏡､ 共焦点レ - ザ 一 躍微税などがあり , これらを駆使する こと
に よ っ て ､ 多くの 新知 見が期待で きる ｡ 本分野が現 在行な っ て い る研究を以下に紹介する ｡
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s の 細胞周期と様相に 関する研究
黒色酵母は有性世代はほとんど知られて い な い ｡ また ､ 多量の メ ラ ニ ンを有する丈夫な細胞壁を持つ ため
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d)
'
sの レ ー ザ ー スキ ャ ンサイ トメ - タ 一 に よる
核D N Aの定 量的測定c.
核相に 関する研究もほと んど無t･1｡, 我 々 は最も
重要な病原性黒色酵母 EK OPhl
'
ala de1･ m at7
'
t]
'
d]
'
s
の 核相をプ ロ ピヂウ ムイ オダイ ドによる蛍光染
色で決定 して い る ｡ ま た ､ 細胞周期に関する研
究を行っ て い る ｡
2) CIy PtO C O C C u S n e Ofw m a n sの 細胞周期制御
に関する研究
担子菌酵母 Cnrpto c oc cu sの 細胞周期制御機
構は ､ 子嚢菌酵母 Sa cchB r Om yCeS の それ と は
異なる ことが ､ 我 々 の研究によ っ て 明らか に な
っ た ｡ こ の 間題を様々 な細胞生物学的手法を伺
い て ､ さらに追求して い る ｡
3) 病原異薗の 早期死に関する研究
病原異菌種の うちの-.部は生育条件に よ っ て
は､ 短時間で集落形成等の 増殖能を消失する o この 現 象を中心 に いく つ か の 病原其菌の様々 な細胞反応を蛍
光顕微鏡､ 急速凍結超薄切 片法 ､ フ リ ー ズ ･ プ ラ ク チ ャ ー 法 ､ 走査奄子顕微鏡で研究 して い る ｡
4) 病原其菌の超微形態学的研究
深在性病原其菌 は ､ しば しば酵
母 ､ 糸状細胞の 二形性変換を示す｡
病原性黒色酵母 は多形性さえ示す｡
こ の 様に病原莫菌 は 一 般に形態的
な特徴を持ち ､ その 詳細な超微形
態を明ら か にする こと は ､ 病原異
菌の 本質の 一 部を明らか に する こ
とで もあ る ｡ し か しなが ら ､ こ れ
まで の 固定法に よる細胞内の 微細
構造 は必 ず しも明瞭 で なか っ た ｡
我々 は従来の 化学固定よ り優れた
急速凍結法 によ り病原真菌の超微
形態を明らか にして きて い る ｡
5) 特異な生長増殖様式を示す異
菌の形態学的研究
酵母と糸状菌は通常異な っ た菌
種 に属するが ､ 酵母 ､ 糸状細胞の
二 形性変換を示す真菌も多数知 ら
れて い る ｡ 我 々 は通常の糸状細胞
Ex oph lala de I:m ati17
'
dL
'
s の 急速凍結置換法に よ る超薄 切片像o 細胞壁(C W),原形贋願(P M)､ 核(N), 核
小体(Nu)､ 核膜(N E)､ ミ トコ ン ドリ ア(M)､ 滴胞(Ⅵ､ 7) ボゾ - ム(R)､ 粗面小胞体(R E R)などが 明
瞭 に観察 で きるo
以外に ､ 分裂酵母様 ではあるが多細胞体をとる新 しい タイプの 二形性を見出し ､ その形態形成をタイ ム ラ プ
ス法と超薄切片電子顕微鏡法で研究 して い る ｡ ま た､ 酵母に は通常の 出芽酵母の他に有柄分生子形成酵母が
存在し ､ 系統分類学的研究が進んで い るが ､ これらの 形態形成に関する報告はほとんどな い ｡ 我々 は ､ その
形態形成をタイ ム ラ プス で調べ ､ また核や細胞内ア クチ ン等の 挙動を研究 して い る ｡
1 0
竹尾瀕治 ･ 教授
Tel:043-22 6-2494
e- m ail:takeo@myc o.pf.chiba-u .a c.jp
専門分野 :病原貴簡学
研究テ ー マ : 1)
2)
3)
吉日ヨ酢--､--- 助手
Tel:043-222-7171
クリ7
o
トコックス･ 柑7柑マンスの細胞周期
制御機構
の 細胞月莫超微形態
病原妻!;:1
A
･i封の 早期死
(内線5941)
e- m ail:yo shi@myc o.pf.chiba- u .a c.jP
専門分野 :医寅蘭学 ､ 蘭学
研究テ ー マ : 1) 微小騒落菌の 多形性
2) 有柄分生子の 形態形成
その 他の 研究員および研究生
JuditⅠ(u c s er a･ 外国人研究員 (C O E)
畑 邦彦 ･ CO E研究員
So ndipI(u m arBisw a s･ 大学院生
AntraDrivinya
･ 研究留学生
高分子活性分野
本研究分野は ､ 其菌と放線菌に よ っ て もた ら
される疾病 ､ 即ち ､ 感染症 と中毒症 に つ い て ､
そ の成因や特徴の解明 ､ 並 びに制御法の確立を ､
主と して ､ 生体高分子 の 構造と機能の 面か ら ､
分子生物学的に検討する ｡ 内在性貴簡症や癒そ
の 他の 慢性疾恩は現代の 医療技術をもっ て して
も克服する こと が困難 で ある ｡ エ イ ズ患者をは
じめ ､ 日和見感染其菌症 の 患者には長期間に及
ぶ抗莫菌剤の 使周が求めれ ､ その 結果 ､ 薬剤耐
性菌が出現 し ､ その 対応に迫られて い る ｡ か び
は穀物に付着 して毒性物質を産生 した り ､ 発酵
食品の 製造に用い られ たりして い るが ､ これ ら
山口_iE視
･ 助教授
Tel:043-226-2796
e- m ail:ya m agu ch@myc o.pf.chiba- u. a c.jp
専門分野 :微細形態学 ･ 細胞生物学
研寵テ - マ : 1) 病原弟蘭の 超微形態学的研究
2) 巽南の紺胎生物学
伊藤恵美子 ･ 助手
Tel:043-226-2795
矧那】分野 :実牌柄理学
研究テ ー マ : i) 蘭感染の 病理 学
2) マ イ コ トキシ ン rf:t･轟の病理学
3) 魚介類を汚墳する微生物トキ シ
ンの 病理学
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･の 構造と機能の 分子生物学的な解析._I
の 二次代謝産物 は構造上類似 して おり ､ 人や家番の 食品衛生上検討すべ き点が多々 ある ｡ 本研究分野は ､ こ
れらの 諸問題 に対処する ため ､ 遺伝子工学的手法､ 生化学的研究法､ ある い パ ッ チ ･ ク ラ ン プ法等の 分子生
物学的手法を駆使 して ､ 研究を推進する｡ 以下に ､ 現在の 研究テ ー マ を示すo
ll
1 . かび毒に よる発癌機構の 解析と癌の 制御
か びの 産生 する二 次代謝産物の 中には ､ ア フ ラ トキシ ンをはじめ
強力な発癌作用を示すもの があり ､ 化学構造も類似 して い る ｡ 我々
の 分離 したア フ ラ トキ シ ン誘発肝癌細胞 は ､ 転移能を示 し ､ 特異な
mRN朗報の 出現や欠失を伴う ｡ 本研究は ､ 痛柵胞にお ける遺伝子発現
の 変異を明ら か に し､ 合わせて , 遺伝子発 現の 正 常化に よる癌細胞
の 制御につ い て 研究を進める ｡
2
. 病原性放線菌の薬剤耐性機構に関する研究
病原性放線菌は多く の 薬剤に対 して 耐性を示す｡ その 耐性機構は
薬剤の 不満化か ら ､ 順の透過性の 変化など と多様で ある ｡ 抗結核剤
リ フ ァ ン ピシ ン で につ い て は これま で不治化に よる耐性機構を明 ら
か にして きたが ､ 新たにADP- リ ボシ ル 化に よる不清化機構も見出し
た ｡ 本研究で は これらの 病原性放線菌お よび葉蘭に おける薬剤の 耐
性の 発現機構を遺伝子レ ベ ル で解明 し ､
pse ロdalle schen
'
aboFdJ
-
J
'
の 閉子褒殻｡
押されて 壁が破 れ, 子喪胞子があふ れ出て いる ｡
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'
stop加 m a capsIIatu mJ味のR API)払 に
よる避 伝子解析{､
そ の情報 に基づ い た耐性菌に有効な薬剤の 開発を目指す｡
3
. 病原微生物が生産する生物活性物質に関する研究
病原微生物か ら得 られた免疫抑制作周を示す新規なテ ル ペ ン糸およ
び マ ク ロ ライ ド系の 化合物につ い て その作問機構を研究する ｡ また ､
新たに病原性の 放線菌につ い て ､ そ の 二次代謝産物か ら抗寅蘭活性
などを指標に新たな活性物質を探索 して ､ 有効物質の 構造 ･ 活性 ･
作用機構を研究 して ､ 医薬と して の 可能性を追求する ｡
4 . 多糖体の 食細胞活性化と莫菌感染防御作用の研究
リボ ポ･リサ ッ カ ライ ド(L P S)は ､ マ ク ロ フ ァ - ジ活性化作用並
びに ､ 感傷壊死因子 ､ イ ン タ ー ロ イキ ンお よびイ ン タ ー フ ェ ロ ン な
どの サ イ ト カイ ンを誘導する働きをも つ ｡ 小麦由来の 細菌 で ある
Pa nto e a ag glo m er an sか ら精製 した L PS は､ 毒性が微弱で ､ 強 い マ
ク ロ フ ァ ー ジ の活性化による サイ トカイ ン生 産と ホメ オス タ シ ス が
知られて い る ｡ こ の L P Sを使用 して 其菌感染の 防御 へ の 利用と そ
の 作用機序および生体内の ホメ オ ス タ シ ス を検討する｡
5 . イオ ン ･ チ ャ ネ ル と トラ ン ス ポ ー タ ー の 生理学 ･ 分子生物学的
研究
イオ ン ･ チ ャネ ル と ト ラ ン ス ポ ー タ ー は ､ 細胞膜お よび細胞内膿
系で協調して 種々 の機能にたずさわっ て い る ｡ 微生物な どの 生産する生物活性物質 ､ 毒素もイオ ン ･ チ ャ ネ
ル と トラ ン ス ポ ー タ ー に作用するもの ､ それ自身がチ ャ ネル を形成する もの が多 い ｡ これらの 事象に つ て い
医其菌を中心 に研究する o
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Tel:043-226-2493
e- m ail: aka o@myc o.pf.chiba- u .a c.jp
専門分野: 分子生物学
研究テ - マ : 1) マイコトキシンによる発がんの分子機構
2) マイコトキシンの 二毒性とその抑制
宇野 澗 ･ 肋手
Tel:043-22 6-2793
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専門分野 : 医
研究テ - マ : 1) ア ムホ テリ シ ン Bの 卿勿送達シ
ス テ ム の研究
2) 環状拭 園剤の 作卿機序の研究
3) 杭寅菌剤の 併用効果の 研究
三上 襲 ･ 助教授
r
rcl:043-226-2792
e- m ail: mika mi@myco.pf. cbiba-u .a c.jp
専門分野: 医貴簡学
研究テ - マ : 1) 抗其菌剤の 作用機作
2) 病原性放線菌の薬剤耐性機構
3) 病原微生物の 二次代謝産物
五 ノ井 適 ･ 助手
Tel:043-226-2794
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研究テ ー マ : 1) イ オン ･ チ ャ ネ ル の葡責ほ三吏野草
･ 分子生物学
その 他の 研究員および研究生
pa v el Aleks andro vich Grigorie v ･ 外国人研究員 (C0 E)
田村 CO E研究員
今井玉植 ･ 大学院生
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'
s感染に よる頚 部1) ンパ 節の病理組織標本｡,
娘新川包が 多極 的に 母湘U 抱か ら出芽 して い る(G M S X 400)｡
活性応答分野 ( 客員)
公私立大学等の 日本人研究者を迎える客員分野で ある ｡ 其菌医学に関わる研究領域の 中で ､ 本セ ン タ ー の
定員研究者の関連研究領域を分子の レ ベ ル ､ 特に遺伝子 レ ベ ル で解明する ｡
近藤 意二 ･ 客員教授
(キリ ン ビ ー ル株式会社基盤托術研究所主任研究員)
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病原真薗 ･ 放線菌管理室
微生物及び感染症 の 研究には ､ 菌株の 本来の 性質や病
原性を維持 し たまま伺い る こ とが重要で ある ｡ 当セ ン タ
ー で は ､ 腐敗研究所 ､ 生物活性研究所､ 異核微生物研究
セ ンタ ー と い っ た鴇多の 変遷を経ながら ､ 一 貫して病原
其菌と病原放線菌の 研究を主要な研究テ ー マ の - つ と し
て きた o こ の ため ､ 長年に わたり菌の 分離 ､ 収集 ､ 保存
がなされた結果 ､ 現在の コ レ ク シ ョ ン は ､ 病原黄薗 ､ 病
原放線菌 ､ マ イ コ トキ シ ン産生菌及び関連菌 ､ 6,2 00株余
りと ､ 膨大な規模に 達して い る ｡ 真核微生物研究セ ン タ
ー か ら頁菌医学研究セ ン タ ー ヘ の 改組に伴 っ て ､ こ の 微
生物保存事業はさ らに強化され ､ 病原其薗 ･ 放線菌管理
室が 一 括 して 取り扱うこ とにな っ た o
ア メリ カ合衆国と欧州数カ国で は ､ こ の 種の 病原菌を ､
多数か つ 組織的に保存 ､ 管理する中心機関が活動 して い
る ｡ しか しなが ら ､ 我が国を含めて ア ジ ア 諸国にはほと
んど存在 しな い ため ､ こ の 病原其菌 ･ 放線菌管理 室 は ､
当セ ン タ ー の 特色の 一 つ と い える ｡ 特 に ､ 日本国内の み
ならず ､ 中国 ､ 台湾 ､ 韓国 ､ タイ ､ 南北 ア メ リ カ大陸 ､
菌株 の 保存 に は種々 の 方法 が兜l られて い る `} 当 セ ン タ - で は､ それ
ぞれの 歯槽 の性 質 に 応 じて ､ 凍結乾燥法､ IJ 時機法(写 典1..)､ 超 炊
混保存法 , 言鵬灸管に よ る蘭株の 保存(写 鼻下)など様々 な方法 が 剛 ､
られて い る｡
北 ヨ ー ロ ッ パ などで ､ 患者ある い は環境か ら分離された菌株が含まれる点が特筆される o
病原菓菌 ･ 放線菌管理室で保存 して い る菌株の 多く は､ 当セ ン タ ー の 研究者及び共同研究者に よ っ て 分離
B棟 1階
>
2 0
'
'
C
保 存室 冷凍 超低温
保存室 保存室
5 ℃
保存室 凍結乾燥 機室
薗株
保存
情報室培地室1
培地室 2
前章
クラス3Llベル
無菌
実験室
菌株 保存
実験 璽
振蕩撹挿
培蛮室
Ⅶ+ +
同定された ､ ある い は参考資料として収集されたもの で あるが ､ 一他機関か ら
同定を依頼された菌株も相当な数に の ぼる ｡ 同定ある い は確認を目的と して
他施設か ら当セ ン タ - に寄託された株数は､ 1993年か ら1998年ま での 6年間
に計577株で あり ､ ま た ､ 他施設か らの依頼により当セ ン タ ー が分譲 した株
数は ､ 同じく6年間に計2692株と膨大な数にの ぼ っ て い る ｡ 当セ ン タ ー で は ､
こ の コ レ ク シ ョ ンをセ ン タ ー 内で の研究に用 い る ばか りで なく ､ 依頼に応じ
て国内外の 研究 ･ 教育機関に分譲 し ､ 遺伝子資源と して ､ ある い は新薬開発
を目的と したバ イオテ ク ノ ロ ジ ー 研究の 試料と して提供して い る ｡ なお ､ 当
セ ンタ ー に保存されて い る薗株の 詳細は､ 千葉大学異核微生物研究セ ンタ ー
病原其菌 及び病原放線菌リ ス ト (第1版 ､ 1 9 9 1年) お よ びI F M List of
Pathog6nic Fu ngia nd Actin o mycete swithPhoto microgr aphs(Se c o ndEditio n､
1998年) に掲載されて い る ｡
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研究者 ｡ 共同利潤研究等の受入状況
(1) 頁菌生態分野 (客員)
○昭和621iF 度:M ar celloFabia n odeFr an c o
ブラ ジル 連邦共和国サ ンパ ウ ロ州立パ ウリ ス タ総合大学ボツ かソ校医学部教授
○昭和63年度:Jo s eFr an cis c oEste v esYegre s
ヴ ュ ネ ズ ェ ラ共和国フ ラ ン シ ス コ ･ デ ･ ミ ラ ン ダ実験大学微生物部門教授
○平成元年度:Pa ul Ell le rBr u m m er
ア メ リ カ合衆国サ ン タ ク ラ ラ バ レ ー 医療セ ン タ ー 医学研究所準教授
○平成2年度:Ver aCukro v a
チ ェ コ ス ロ バ キ ア社会主我共和国血滴学 ･ 輸L(fL研究所科学研究官 ･ 研究室長
○平成3ffi度:Gen eM artin Sc alar o n e
ア メリ カ合射重lア イ ダホ州立大学生物科学部教授
○平成4年度:Ku nielabukiRa†)elloCo elho
ブラ ジル 連邦共和国サ ン パ ウ ロ 州立 パ ウリ ス タ総合大学ボツ かソ校医学部助教授
○平成 5年度:Ger rit Sijbrand deHo og
オラ ン ダ 王国立貴簡研究所 (C B S) 主任研寵貝
○平成6年度 :EricRo n ald Dabbs
南ア フリ カ共和国ウイ ッ トウ オ ー タ ー ス ラ ン ド大学過伝学部亮削柿
○平成7年度 :裡 進
中華人民共和国 ハ ル ビン医科大学病理学教授
○平成8年度 :Ma仕hiasSipic zki
ハ ン ガリ ー 共和国デブレ セ ン大学理学部過伝学教授
○平成9年度 :Ra ndolph Sidn eyCu 汀 ah
カナ ダ､ ア ル バ 一 夕大学生物科学部教授
○平成10年度 :M a rieZofieKope cka
チ ェ コ 共和国マ サリク大学医学部生物学助教授
○平成11年度 :Ma riaM arlu c edo sSanto sVilela
ブ ラジ ル連邦共和国サ ンパ ウロ 州立 カ ン ビ ー ナ ス大学医学部助教授
(2) 作用機棉分野(客員)
○平成2年度 :大 泉 康
束北大学薬学部生物薬品製造学教授
○平成3年度 :宇田川 俊 一
元厚生省国立衛生試験所衛生微生物部第三室長
○平成4年度 :上 野 芳 夫
東京理科大学薬学部教授
○平成5年度 : 門 脇 滴
ヒゲ タ醤油株式会社常務取締役
OiP 成6年度 :杉 山 普 -
キ ッ コ ー マ ン醤油株式会社常務取締役 ･ 研究本部長 (現 ､ 日本デル モ ンテ株式会社社長)
○平成7年度 : 国 中 ･ 明
ヤ マ サ醤油株式会社常務取締役研究開発本部長
○平成8年度 :井 上 重 治
明治製菓株式会社薬品総合研究所顧問
○平成9年度:腐 川 秀 夫
上智大学理工学部特別契約教授
OiP成10年度: 一 戸 正 勝
束京家政大学家政学部栄養学村数授
○平成11年度: 近 藤 恵 二
キリ ン ビ ー ル株式会社基盤托術研究所主任研究員
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千葉大学真薗医学研究ゼ ンタ - 国際シ ンポジウム
貴簡医学研究セ ン タ ー は1997年4月1 日に10年時限の 全国共同研究施設と して 発足 したQ その 前身の 輿核微
生物研究セ ンタ ー の 存続期間の10年間に､ 病原寅蘭学および其核微生物の 二次代謝産物に関する国際学術交
流の促進を目的と して ､ 9回の 国際シ ンポ ジウ ムと 2固の ミ ニ シ ンポジウムを行 っ た ｡ 今後も折に触れて輿
簡医学関連領域の 国際シ ン ポジウ ムを開催する予定である ｡ なお ､ 本年度 (平成1 1年度) は､ 9月9 ･ 10の
両日 ､ --Myc oto xin Co nta min atio n:He alth Risk and PreventionProje ct‖と題して 国際シ ンポジウムを開催する
(寅菌医学研究セ ンタ ー 主催 ､ マ イ コ トキシ ン研究会共催)｡ 本国際シ ンポジウム は ､ 文部省 ､ 千葉大学の助
成を得て行うが ､ 薬学奨励財臥 千葉 コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー か らも資金援助が得られて い る o 平成8年
度は文部省及び千葉大学の 財政授助 ､ [三l本歯学会等の 後授を得てAsia nlnte rn atio n al Myc ological Co ngr e s
-96を千乗大学けやき会館で開催した ｡ 300名 (外国人は98名) を越える参加者があ っ た｡
主要研究設備
それぞれの機器につ い て は ､ 機械銀びに問い 合わせ先を括弧内に記載しま した o なお ､ 共同利f嗣升究を希
望される方は ､ 各分野の 研究内容を参照の 上 ､ 本セ ン タ ー 教官に直接問い 合わせ で下さい o
務 ･ 研究協力係が配布致します (闇話043-226-2487)｡,
透過型簡子顕微鏡 (日本磯子JE M-1200EX:lJJFj､ 内線5928)
走査型簡子顕微錦 (日立S-800:山口 ､ 内線592 8)
凍結 レ プリカ装置 (日本簡子JFD･70 0､ JF D-9 010:竹尾 ､ 内線5926)
ウ ル トラ ミク ロ ト ー ム (ライカ ウ ル トラカ ,ソ トS:山口 ､ 内線5928)
プラ ズマ 重合レプリカ装置 (ウ シオ P N R･110:山口 ､ 内線5928)
レ ー ザ ー ス キ ャ ンサイ トメ ー タ ー (オリ ンパ ス LJSC-101:竹尾 ､ 内線5926)
質量分析装置 (日本簡子 01SG-2:福島 , 内線5913)
ガ ス ク ロ マ トグラ フ 質量分析計 (ヒ ュ - レ ッ ト ･ パ ッ カ ー ドH P6890:福島､ 内線5913)
ガス ク ロ マ トグラ フ (ヒ ュ - レ ッ ト ･ パ ,ソ カ ー ド 5890:福島､ 内線5913)
高速滴体ク ロ マ トグラ フ (ヒ ュ - レ ッ ト ･ パ ッ カ ー ドH P IO50:福島 ､ 内線5913)
微生物全自動増殖解析シ ス テ ム (ラ ボシス テ ム:宇野 ､ 内線5924)
紫外可視分光光度計 (島津 W 2 500P C:宇野 ､ 内線5924)
赤外分光光度計 (日本分光F T/IR-420:宇野､ 内線5924)
蛍光分光光度計 (パ ー キ ン ･ エ ル マ ー P し50 B:一宇野､ 内線5924)
二波長ク ロ マ ト ス キ ャ ナ - ( 島津C S910:田中 ､ 内線5916)
パ ッ チ ク ラ ン プ細胞膜電流測定装置 (リス トE PC-7:五 ノ井 ､ 内線5925)
DN Aシ ー ケ ンサ ー (パ ー キ ン ･ エ ル マ ー A BI-377:横山､ 内線5917)
プ ロ テイ ンシ ー ケ ンサ ー (ペ ッ ク マ ン L F 3880:三上 ､ 内線5923)
P C Rサ - マ ル サイ ク ラ - (タ カ ラ MP T F13100:横山 ､ 内線5917)
生物発光 ･ 化学発光マ イ ク ロ プ レ ー トリ - ダ ー (パ ー セ プテ ィ ブ400:三上､ 内線59 23)
共焦点レ ー ザ ー 走査蛍光顕微鏡 (バイ オラ ッ ドM R/A G-2:横山､ 内線5917)
フ ロ ー サイ トメ - タ - (F AC S Caliber:田 口 ､ 内線5934)
バ イオ セ ル トレ ー サ ー 1(ヒ ダン : 田口 ､ 内線5934)
イ オ ン メ■- タ - (オリオ ン EA960:宇野､ 内線5924)
生体高分子相互作用分析装置 (ラボ シス テ ム:宇野 , 内線5924)
落射蛍光測光顕微鏡 (日本光学S PM -R FL:横山 , 内線5917)
細胞動態解析装置 (日本光学T MD-EF2:横山 ､ 内線5917)
顕微蛍光定量測光装置 (オリ ン パ ス 光学 LUZE XII D:竹尾､ 内線5926)
落射蛍光微分干渉顕微鏡 (ニ コ ン VFL:横山 ､ 内線5917)
連続式卓上型培養槽 (セリ シ ェ ン バ イオ プ ロ Ⅳ:三上 ､ 内線5923)
液体シ ンチ レ ー シ ョ ン カウ ン タ ー (ア ロ カ IJSC-5100:赤尾､ 内線5922)
琴輿要領は庶
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○ 医学部附属看護学校
医学部附属助産婦学校
医学部附属診療放射線技師学校
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